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新年賀詞交歓会から始まった専務室兼渉外委員会。

少人数ながら出席率の高い委員会でした。賀詞交歓会は他の

ＬＯＭからも良かったといってもらえる例会が出来ました。

大彰ＪＣとの交流も行い、國際の機会にも触れることができ

る委員会です。

名刺や名簿を作ったり、総会の準備をしたり、武蔵野ＪＣの

活動を縁の下で支えていく活動も地道ながらやっていました。

色んな人に出会える場所！

それが会員拡大企画室です！

我々は月1回・年 12回の様々なイベントを行い、

入会希望者とメンバーが交流できる場を提供します！

武蔵野青年会議所の魅力一つでもある「多様な人材

の宝庫」を体験して頂けると思います！

個性豊かなメンバーに触れて頂き、「この人と武蔵野

の為に何かしてみたい！」など、入会のきっかけにな

る前向きな想いになって頂けたら、幸いです！
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　9 月 25 日（木）に武蔵野スイングホールスカイルー

ムにて9月例会を行いました！
　前半は来年度更に意欲的に活動するメンバーを増や
すという目的で、
①本年度卒業生の実体験から武蔵野 JC の魅力を改め
て知る
②自分のなりたい姿に武蔵野 JC の魅力をどう活かせる
か、具体的な行動を考える
大きく 2 つのテーマで個人ワーク、グループワークを行
いました。
　ワーク中はどのグループも活発な意見交換がなされ、
「運動会」らしく明るく盛り上がっている様子が沢山見ら
れました。
　後半は、来年度に向けた委員会毎のプレゼン大会が
行われ、各委員会工夫を凝らした内容で「一緒にやり
ましょう！」と会員にアピールしている姿が印象的でした。
　毎年組織が入れ替わる青年会議所ならではの事業で、
今年から来年へと盛り上がりを見せた一日となりました！

　8 月 24 日（日）、学生主催イベント「Musashino 

Teens Soul Festa 2025」が開催されました！当日はな
んと、392 人の方にご来場いただき、大盛況の一日と
なりました。
　このイベントは、高校生と大学生の実行委員会が 4
月から準備をスタートし、ステージ班・広報班・ブース
班に分かれて、企画・運営をすべて手がけました。
　ステージでは、学生から大人まで多彩な演者がパ
フォーマンスを披露！ブースでは来場者との交流が生ま
れ、広報活動も学生たちの手で盛り上げました！
　一から作り上げたこのイベントは、たくさんの「挑戦」
と「つながり」にあふれた時間になりました。
　ご来場くださった皆さま、応援・ご協力くださった皆
さま、本当にありがとうございました！
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ムサシノ秋のファン祭り！「アタマの運動会」
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開催報告
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　11 月 16 日（日）吉祥寺南町コミュニティセンターに

て開催いたしました！

　吉祥寺エリアの商店街探索では子どもたちの目線でし

か気付くことができない課題や魅力を見つけることがで

きました！

　また午後は高校生・大学生による「武蔵野市を商店

街から発展させていくこと」をテーマにした政策プレゼ

ン会を実施。予想よりも素晴らしい政策ばかりで、傍聴

されている方の目が希望に満ち溢れているのを感じまし

た。

　本事業にご協力いただきました皆様、ありがとうござ

いました！

今後も子どもたちと一緒にまちづくりについて考えていけ

たらと思います！

　10月22日（水）武蔵野スイングホールにて、ブランディ

ングのプロ、トゥモローゲート株式会社 代表取締役・西

崎康平さんをお招きし、「ブランディングの本質」そして

“明日からできる第一歩” を学びました。

　登壇いただいた地域の事業者・団体の皆さんからは、

それぞれのリアルな課題や想いを共有していただき、そ

の場で西崎さんがフィードバック。学びと気づきが溢れ

る熱い時間となりました！

　「ブランディング＝特別な企業のもの」ではなく、

誰もが “自分らしさ” を言葉と行動で伝えることから始め

られる。そんなメッセージが、会場いっぱいに広がりま

した。ご参加くださった皆さま、本当にありがとうござい

ました！

はじめてみよう、あなたのブランディング
～ブランドのはじまりはあなたの中にある～

みらい商店街プロジェクト
～みんなで考えるまちの未来～
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　10月 10日から10月 12日、全国大会佐賀大会へ参
加してきました。
今年は 60 世代の卒業ということで、これまで武蔵野青
年会議所を長年牽引された徳竹顧問、村田理事長達の
卒業、佐賀の地まで多くのメンバーが駆けつけました。
　これまで先輩方に築いてきて頂いた武蔵野 JC の火を
消すことなく、さらに情熱で大きな灯火とできるように頑
張っていきたいですね。
　佐賀～長崎と美味しいグルメも楽しめた3日間でした！
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　東京ブロック協議会ブランディング確立委員会は、10
月 25 日（土）、「さよならブロック 2025」を MUSIC 
RESTAURANT APEXIAにて開催いたしました。
　林会長のスローガン【Push the Limit!!】のもと、一
年間の活動の集大成として事業報告と褒賞式を実施。
栄えある「最優秀拡大賞」を武蔵野青年会議所が受賞
いたしました。さらに難波 忍 君も「会長特別賞」に輝
くなど、武蔵野青年会議所が存在感をみせていました。
最後には、長きにわたり運動を牽引してくださった卒業
生を盛大に祝福して送り出し、グランドフィナーレとなり
ました。
　次年度も武蔵野青年会議所ここにありという姿を見せ
つつ、ALLTOKYOで運動に邁進して参りましょう！

　気温も熱いがさすがの全国規模ということで、熱気ムン
ムンのサマコンでした。
　みなとみらい駅に着いたときに色んな地方の言葉が飛
び交い、それっぽい雰囲気のネイビースーツ軍団がところ
どころに点在していたのは面白かったです。(笑 )
　フォーラム、セミナーは登壇者も著名人が多く、各会場
多くの人で盛り上がっていました。分野は違えど様々な業
界で活躍された方の話はとても刺激を受けました。
　夜は中華街へ移動し JC ルームを開催し、参加メンバー
で盛り上がりました。やはり卒業生の言葉には魂が乗っか
り、いろんな意味で熱帯夜となったのでした。JC の「機
会の提供」というものをとても感じられた一日となりました。

サマーコンファレンス　in 横浜

全国大会 佐賀大会

さよならブロック 2025
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　8 月 29 日から 31 日にかけて、台湾の大彰國際青年
商會との交流事業として、台湾に渡航してきました。本
年は、青山ＯＢ会会長含め、武蔵野青年会議所ＯＢ
会会員の皆様も一緒に行き、交流をしてきました。
　空港におけるお出迎えから始まり、様々な観光地への
案内、盛大な食事会と私たちをもてなしてくれました。
　互いに翻訳アプリを使ったりしながらコミュニケーショ
ンを取り、これからも友好関係を続けていこうと確認し
合いました。
　2026 年は彼らが武蔵野市に来る年になりますので、
ＯＢ会と協力しながら、歓迎したいと思います。

　11 月 30 日、川越プリンスホテルにて「ありがとう関東
地区」が開催されました。 当日は関東地区内 155LOM の
会員が一堂に集結し、本年度の活動報告とともに、参加
者全員で互いの健闘をたたえ合いました。
　続く大懇親会においては、サプライズゲストとして岡平
健治氏（元 19）が登場され、会場は熱気と一体感に包
まれました。 本年度、関東地区へ出向された皆様、誠に
お疲れ様でした。

ありがとう関東地区

大彰國際青年商會との交流事業
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　武蔵野青年会議所の第 55 代理事長予定者となりまし
た水島です。
　2025 年はブランディングを礎として JC の魅力とあるべ
き姿を議論してきました。2026 年度は、その理想を一
人ひとりが実践し、中期ビジョンに掲げた「まちづくりの
ハブ」となる団体へ近づく年とします。
　この理想を実現するためには、メンバー一人ひとりの
情熱と、それが周囲に広がる「波紋」のような影響力が
不可欠です。JC 活動はときに困難を伴いますが、私た
ちには地域社会をより良く変化させる「無限の可能性」
が秘められています。
　私は来年、「仲間と前向きに、情熱をもって魅力を伝え、
メンバーを巻き込む」運営を徹底し、全メンバーが主体
的に活動し続ける組織を目指します。
　事業を通じて人財を育成し、誰一人置き去りにせず、
この武蔵野から地域全体へ、情熱の波紋を力強く広げて
まいります。ともに邁進しましょう！

2026

次年度
理事長
専務理事

教えて！




